
姫路市ウォーカブル推進計画について

令和４年３月 姫路市
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・利活用を前提に再整備
（コンセント、取水口の設置等）

・沿道事業者等による公共空間利
活用の社会実験の実施

・駅前広場のトランジットモール化（車道空間から歩行者空間へ）
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地区特性について

姫路城

JR姫路駅

区画整理事業による大規模施設

トランジットモール区間

歓楽街

商店街

山陽姫路駅



姫路市ウォーカブル推進計画策定の検討体制について

庁内検討会議

産業振興課
・中心市街地活性化基本計画
・大手前通り社会実験担当課

観光課
・観光戦略プラン

道路管理課
・道路管理者
・道路占用許可

姫路市ウォーカブル推進計画の策定

都市計画課（主担当）
・都市計画マスタープラン
・立地適正化計画
・都市再生整備計画

有限会社ハートビートプラン
・計画案の策定
・公共空間利活用の社会実験の実施検討
・道路管理者、公共施設管理者協議

業務委託

まちづくり指導課
・屋外広告物の許可・届出
・景観計画

文化財課
・特別史跡地内の現状変更許可

姫路城総合管理室
・大手前公園・家老屋敷跡公園の管理者
・姫路城保存活用計画

意見聴取

住民・民間事業者の意向把握
・個別に民間事業者、地元自治会へヒアリング
・過去のアンケート調査にて把握

姫路市ウォーカブル推進計画（案）の作成

令和３年３月末

公共空間利活用の社会実験の検討
・地元事業者主体の道路利活用社会実験の実施検討
・道路管理者、交通管理者、文化財管理者と協議

道路管理者、交通管理者との調整
・道路管理者としての考え方をヒアリング
・交通管理者の考え方のヒアリング

庁内関係課へのヒアリング
・「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を目指すうえで、
庁内のウォーカブルに資する取組みの整理
（公園管理者、河川管理者、子ども支援課、保健所等）

計
画
検
討

支援・助言



目的

● 歩行主体の生活促進による健康寿命の延伸と医療費削減
● 中心市街地での目的地の選択多様性の創出及び人々の回遊によるエリア価値の向上と税収増加
● 安全安心で快適な歩行空間の確保による外出意欲の向上

「居心地が良く歩きたくなる」まちなかの形成

（街に選択多様性をつくり、豊かな生活シーンを生む）

姫路市ウォーカブル推進計画の概要について

ウォーカブルな環境になることで期待される効果

まちづくり

出かける動機ができることで街を歩く人が増え

回遊性が向上し、エリアの価値が高まることが

期待されます。

子育て
道路が安心して遊ぶことができる場所の1つと

なることが期待されます。
観光

地域の人の暮らしが街ににじみ出すことで豊か

なシーンが増え、観光客の滞留時間と行動範

囲が広がることが期待されます。

ウェルネス

日々の生活の中で歩いて外出することにより、

生活習慣病等の発症リスクの低減やフレイル

予防が期待されます。また、外出機会が増える

ことで地域での交流が増え、高齢者等の孤立

を防ぐ効果も期待されます。

街での多様な過ごし方や選択肢をつくることによって、身近な生活圏（徒歩圏）が豊かになり、住みたい街・住み
続けたい街に（周辺都市からは訪れたい街）となり、人口減少社会においても「選ばれる都市」になることを目指す。



現
状
分
析

方

針

取
組
み

姫路市ウォーカブル推進計画の概要について

• リノベーションまちづくり

• オープンスペースの創出 等

• 車両出入口の制限

• 質の高い景観形成 等

• 公共空間利活用の仕組み

• ほこみち制度等の特例制度の活用

等

中心市街地の課題・方針・取組み



計画で考える公共空間利活用の仕組みとは？

①歩車共存と通行止めの道路活用方法が選択可能

車両通行止めによる道路活用

効 果 １．沿道用途が公共空間に滲みでる→賑わいの増幅、店舗のオープン化
２．ウィズコロナ、アフターコロナの対応（密対策）
３．市民意識の改革（道路＝車両のため、市のもの → 賑わいを生む場、自分たちが使えるもの）

姫路市ウォーカブル推進計画の概要について

車と歩行者が共存した沿道活用

②活用団体の拡充 ③庁内組織体制の構築（ワンストップ窓口）



姫路市ウォーカブル推進計画の概要について

計画区域及び展開イメージ

長期的には、中心部にウォーカブルなエリア
が増加し、様々な目的地が生まれ、多様な人が
集まり、エリア間を歩いて楽しめる街となるこ
とを目指します。

３つの区域と、３つの時間軸で段階的に
ウォーカブルまちづくりを展開

検証区域（短期） 重点区域（中期） 推進区域（長期）

6～10年 長期 推進区域（広域）

・推進区域全体で実現
・中心部全体で歩行が増加
・ウェルネスな都市環境の実現

中期的には、短期の取組み成果をもとに、中
心部の重点区域においウォーカブルな環境づく
りを進め、行きたくなる魅力的な目的地が増え
ネットワークが広がることを目指します。

3～5年 中期 重点区域（中域）

・プログラムを重点地区で展開
・検証区域以外でも実現
・面的な界隈性が生まれる

短期的には、検証区域として複数場所で象徴
的なプロジェクトの目指すシーンを実験し、
ウォーカブルな取組みの機運を醸成していき、
展開するための仕組みを構築します。

1～2年 短期 検証区域（狭域）

・複数の検証区域で社会実験
・成果を踏まえプログラムを構築
・目指すシーンが可視化される

10ケ所に
拡がる

３ケ所
＋αに拡大
（重点区域に

拡がる）

３ケ所から
スタート



姫路市ウォーカブル推進計画の概要について

将来目指すまちのイメージ



参考資料（計画策定後の取組み、スケジュール等）



大手前通り「ミチミチ」チャレンジ①

大手前通りの取組みについて

詳細は以下、市HPをご参照ください。
https://www.city.himeji.lg.jp/sangyo/0000012733.html

■時 期 ：2019年11月2日（土）～30日（土）
■場 所 ：大手前通り(十二所前線～国道２号のウッドデッキ・滞留空間)
■主 催 ：大手前みらい会議（OMK）

※大手前通り沿道に店舗や建物を保有する、事業者有志によるグループ

サポート：有限会社ハートビートプラン
■内 容 ：大手前みらい会議（OMK）が、大手前通りを訪れる方、観光客

の方を姫路の魅力的な「食」や「クラフト」でおもてなし。
期間中は週末を中心に、くつろぎ空間と飲食の出店や物販マー
ケットが大手前通りを彩りました。

●2019年度大手前通り活用チャレンジ
●大手前通りの目指す将来像

・来街者の視点

⇒歩くのが楽しくなる大手前通りとなること

・沿道建物オーナーの視点

⇒自己資産＆エリアの価値を向上させること

・公民連携で可能になった大手前通りの活用方法
その１．パーティーバイクの走行 その２．茶室の設置
その３．ヤグラの設置



大手前通りの取組みについて

大手前通り「ミチミチ」チャレンジ②

詳細は以下、市HPをご参照ください。
https://www.city.himeji.lg.jp/sangyo/cmsfiles/contents/0000012/12733/20210426.pdf

2020年12月5日（土）～ 2021年1月19日（水）



大手前通りの取組みについて

歩行者利便増進区域の指定・占用予定者の公募 詳細は以下、市HPをご参照ください。
https://www.city.himeji.lg.jp/shisei/0000019633.html



1. 将来的な公共空間利活用（道路）の全体像（検討中）

具体的な取組み（公共空間利活用の仕組みづくり）

姫路市独自の仕組み



2. 将来的な公共空間利活用（道路）の全体フロー（検討中） 会議でウォーカブルな取組みに
認定することで道路占用が可能

となる仕組み

具体的な取組み（公共空間利活用の仕組みづくり）



警察協議の結果、道路使用不許可のため社会実験は中止
令和４年度も引き続き沿道活用型の道路利活用について協議を
進める

3. 仕組みづくりのための令和３年度の社会実験（沿道活用型＠駅西エリア）

具体的な取組み（公共空間利活用の仕組みづくり）



令和４年４月～５月に実施予定

3. 仕組みづくりのための令和３年度の社会実験（交通制御型＠中ノ門筋エリア）

姫路城

具体的な取組み（公共空間利活用の仕組みづくり）



（参考） 空き店舗の再生物件

2. リノベーションまちづくりの実施

具体的な取組み（リノベーションまちづくり）

対象エリア：駅西（久保町・忍町）
かつては卸売市場として200以上の店舗が立ち並び、人通りの多いエリアだったが、近年は空き店舗や路
外駐車場が増えている。駅近にも関わらず地価が安価なため、低コストで事業のスタートアップが可能。

稲垣ビル
第１回リノベーションス
クール対象物件

※事業化に向け協議中

蒲田商店
第１回リノベーション
スクール対象物件

事業化に成功

旧フラワーミリオン
第２回リノベーションス
クール対象物件

※事業化に向け協議中

モノレール橋脚下
テナント

第２回リノベーションスクール
対象物件

※事業化に向け協議中

R3.6.11～13 第１回リノベーションスクール
R4.1.28～30 第２回リノベーションスクール

前川かつお節
第２回リノベーションスクール対象物件

※事業化に向け協議中



子育て層へウォーカブルについての情報発信

ウォーカブルに関するトークセッション

〇イベント概要

事業者を対象とした公共空間の利活用についての

座談会を開催

開催日時：令和４年３月１６日

〇内容

こんなことがしたいという意見

こんな機能が足りないという意見

こんなスキームにしてほしいという意見 等

➤事業者が求める新規事業の発掘

〇イベント概要

※民間商業施設（ピオレ姫路）の子育て応援イベント「ぴおれっこフェス
ティバル」に姫路市のブースを設けて開催

〇内容

・こんな場所が欲しい、足りないという意見 等

〇結果

・ベビーカーで入れる店舗が増えてほしい

・授乳室、おむつ交換ができる場所が増えてほしい

（男性が入れる場所も含めて）

・ミルク用のお湯設置場所が欲しい

・子育て関連の情報をマップでほしい

（ベビーチェアのあるお店、授乳室、おむつ交換）

・公衆の休憩できるスペース、子どもが安心して遊べ

る場所（芝生等）が欲しい

・歩道の凹凸、段差をなくしてほしい

➤ 結果については、令和４年度以降の取組みに反映

令和３年度のその他取組みについて



■姫路市ウォーカブル推進計画の実施方針

2020年度（R２年度）

-大手前通り「ミチミチ」チャレンジ
- 本町エリアでの公共空間利活用の社会実験事前準備
- ウォーカブル推進計画の策定

2021年度（R３年度）

- 公共空間利活用の仕組み（案）の作成
- 大手前通りにおいてほこみち制度による占用者公募
- 駅西地区リノベーションスクールの開催

2022年度（R４年度）

- 公共空間利活用の仕組み（案）の試験運用
- 市民・事業者への情報発信・啓発の実施
- 大手前通りにおいてほこみち制度による民間活用開始

2023年度（R５年度）

- 公共空間利活用の仕組みの運用開始
- その他ウォーカブル推進事業（子育て事業等）の推進

スケジュールについて

・
・
・

将来的には

- 中心市街地以外の区域での公共空間利活用の仕組みの展開



各種計画①について

〇総合計画（P95,107）

https://www.city.himeji.lg.jp/shisei/cmsfiles/contents/0000015/15166/furusatohimejiplan2030kihonkoso.pdf

〇中心市街地活性化基本計画（P95,107）

https://www.city.himeji.lg.jp/sangyo/cmsfiles/contents/0000011/11569/20210824.pdf



各種計画②について

〇立地適正化計画（P95,107）

https://www.city.himeji.lg.jp/shisei/cmsfiles/contents/0000006/6753/panfu.pdf




